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すっごく面白い本です。と作り手が言っても信憑性がないですが……ねえみなさん，法律ってな
んのためにあると思いますか。法はべつに厳然とそこにある
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ものなんで
すよね。だれかに必要だから，政治をとおして法ができ，政策として返ってきます。だから法律

には，その時代に重視される価値と，実現する方法がダイレクトに書き込まれ，社会の指針になります。
　その価値のひとつが，文化です。文化（政策）にはたくさんのジャンルがあります。下の表を見てく
ださい。全人類が文化芸術活動とともに生きています。コロナ禍で多くの機会が失われ，公的支援に注
目が集まるいま。私たちの社会は，文化の価値をどのようにとらえ，なにを実現しようとしているの
か，学んで考える意味があると思います。
　本書は，日本の文化政策全体を見渡せる唯一の本です。図表や具体例を多めに，実務にも役立つ基礎
的な知識をコンパクトにまとめました。法あるいは文化政策に興味を持って履修したたくさんの学生さ
ん，文化政策を担う公務員，弁護士，美術が好きな会社員まで，すでにさまざまな方にお読みいただけ
たと伺っています。まずは書店やホームページで立ち読みを。（OF）
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巻頭図。これを読んでいるあなたも，法と文化芸術活動にかかわるアクターです！

※目次は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641126305

